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健康増進に向けた住宅環境整備のための研究 

住居環境向上に資する温熱環境の文献等調査 

 

研究分担者  開原 典子  国立保健医療科学院 生活環境研究部 上席主任研究官 

 

研究要旨 

住宅の省エネルギー化が推進され、新旧の住宅性能に大きな格差が生じる中、多様な住居環境に係

る健康リスクの可能性が示唆されているとともに、高齢少子化、都市への人口集中、単身世帯の増加、

住宅の洋風化、省エネルギー化にともない多様な住居環境が存在していることが指摘されている。住

居環境に係る健康影響・健康増進の実態を明らかにするためには、多面的な調査研究を行うことが必

要である。本報告では、温熱環境、特に低湿度環境と健康に関する文献調査を行った。 

検索を行うデータベースについて、CiNii Research、J-STAGE、メディカルオンライン、医中誌

Web、最新看護索引 Web、MedicalFinder、JDream Ⅲ、PubMed、Web of Science Core Collection

の 9 つとし、2020 年 2 月、2022 年 3 月の調査と同様、温湿度環境と健康に関する文献検索が行われ

た。検索のワードについて、温度、湿度、温湿度、健康、室内、住宅、皮膚として検索を行ったとこ

ろ、2020 年 2 月に行った COVID-19 の感染拡大前の結果と 2022 年 3 月の調査結果を比較すると、

健康というキーワードで急激に論文数が増えていることも示された。 

 温湿度環境と健康、特に低湿度環境と健康に関する文献調査を行った結果、一定のエビデンスの蓄

積が確認されたものの、健康維持及び健康増進などを目指し、湿度と健康に関するエビデンスの構築

が期待されているといえる。湿度管理目標の設定は、目的により異なる。特に、高齢化が急速に進展し

ている我が国では、高齢者に向けた湿度管理の情報発信も重要となる。一方で、COVID-19 等の感染

症の拡大期には、平時の室内環境とは異なる状況になる。今後、健康増進に向けた住環境整備の中で、

多面的な情報の整備や議論が必要である。 

A．研究目的 

厚生労働省において、2025 年を目途に、地域包

括ケアシステムの構築が推進されているところで

ある。その中で、住まいと生活支援をそれぞれ、植

木鉢と土と捉え、医療・介護・予防を植物と捉えら

れる概念がある。この概念の中では、植木鉢や土

のないところに植物を植えても育たないことと同

様に、住まいはその基本的な要素であると考えら

れている。住まいの維持管理や室内の環境形成に

資する住まい方は、住まい手に任されている。本

報では、今般の感染症拡大に伴う住まい方を紹介

するとともに、健康増進に向けた住環境整備の中

で、温熱環境の文献等調査の中から、事例的な紹

介を行う。 

 

B．研究方法 

本年度においても、2020 年、2021 年に実施し

た文献調査と同様に、温湿度環境と健康について、

文献検索を行い、情報を更新した。検索を行った

データベースは、日本の論文を対象として CiNii 

Research（CiNii Articles は CiNii Research に

統合）、科学技術振興機構が国内の学協会の学術
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誌の電子化を推進し約 540 万件の記事（2023 年

3 月時点）をデータベースにもつ J-STAGE、

CiNii 収載誌などへのリンク機能が搭載されてい

る医中誌 Web、国内の医学論文の全文の検索と

閲覧ができるメディカルオンライン、日本看護協

会図書館が編集する国内発行の看護文献データ

ベースの最新看護索引 Web、医学書院が提供す

る医学・医療分野の電子ジャーナルサービスで約

42 万件（2017 年 10 月時点）の論文を収録して

いる MedicalFinder、科学技術文献情報データベ

ース JDream Ⅲ（検索対象は、JSTPlus （1981-）、

JMEDPlus （1981-）、JST7580 （1975-1980））、

米国国立医学図書館作成の世界最大の医学デー

タベース PubMed、自然科学・社会科学・人文科

学に関する主要な学術雑誌・会議録・書籍から集

録した 5,500 万以上の書誌情報をもつ Web of 

Science Core Collection の 9 つである（以降、9

つのデータベースという）。検索は、湿度、湿度 

and 低、低湿度、健康、健康 and 湿度、健康 and 

湿度 and 低、低湿度 and 健康の 7 つの組み合

わせで行った（以降、7 つの組み合わせという）。

検索の際、登録されている論文の様々な情報（論

文名、著者名、抄録 など）のどこかに合致した論

文を論文数としてカウントするものとし、データ

ベース情報の誤記などによる重複については排

除していない。 

 

C．研究結果 

１）概要 

 7 つの組み合わせ検索のうち、湿度、湿度 and 

低、低湿度の 3 つの検索は、これまで同様、湿度

の研究論文数を把握するために行った。湿度の検

索結果は、9 つのデータベースのうち JDream Ⅲ

で最も多く約 19 万件（2020 年 2 月から 2022 年

3 月までに約 3 万件増、2022 年 3 月から 2023 年

3 月までに約 3 万件増）であり、次いで Web of 

Science Core Collection で約 13 万件（2020 年 2

月から 2022 年 3 月までに約 2 万件増、2022 年

3 月から 2023 年 3 月までに約 1 万件増）、J-

STAGE で約 11.5 万件（2020 年 2 月から 2022

年 3 月までに約 1 万件増、2022 年 3 月から 2023

年 3 月までに約 0.3 万件増）である。9 つのデー

タベースにおいて、低湿度の検索結果の場合、

2020 年 2 月時点での調査と同様、2023 年 3 月時

点においても、湿度の検索結果に比べて 9 つ全て

のデータベースで論文数が少ない。このように、

湿度の論文に比べて、低湿度を対象にしたものは

少ない状況が続いている。 

一方、7 つの組み合わせ検索のうち、健康、健

康 and 湿度、健康 and 湿度 and 低、低湿度 

and 健康の 4 つの検索は、これまで同様、湿度と

健康に関する論文数を把握するために行った。健

康の検索結果は、9 つのデータベースのうち Web 

of Science Core Collection で最も多く約 680 万

件（2020 年 2 月から 2022 年 3 月までに約 462

万件増、2022 年 3 月から 2023 年 3 月までに約

34.8 万件増）、PubMed で約 630 万件（2020 年

2 月から 2022 年 3 月までに約 113 万件増、2022

年 3 月から 2023 年 3 月までに約 53 万件増）で

あり、次いで、JDream Ⅲで約 130 万件（2020

年 2 月から 2022 年 3 月までに約 29 万件増、

2022 年 3 月から 2023 年 3 月までに約 52 万件

増）、医中誌 Web で約 54 万件（2020 年 2 月から

2022 年 3 月までに約 6 万件増、2022 年 3 月か

ら 2023 年 3 月までに約 4 万件増）である。しか

し、健康 and 湿度の検索結果になると、最も多

いものでも J-STAGE の約 1 万 5 千件（2020 年

2 月から 2022 年 3 月までに約 3 千件増、2022 年

3 月から 2023 年 3 月までに約 0.5 千件増）であ

り、次いで Web of Science Core Collection の約

1 万 4 千件となる。2020 年 2 月に行った COVID-

19 の感染拡大前の結果と 2022 年 3 月の調査結

果を比較すると、健康というキーワードで急激に

論文数が増えたが、その後、年間の発表件数は減

っている傾向にあることがわかる。 

2）日本における傾向 

2020 年、2021 年に実施した文献調査と同様に、

日本の気候や生活空間において、温度及び湿度と

健康に関する論文数の傾向を把握するため、

CiNii Research （ CiNii Articles は CiNii 

Research に統合）を用いて検索を行った。検索

のキーワードは、温度、湿度、温湿度、健康、室
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内、住宅、皮膚とした。室内の温湿度の人体影響

の観点から、人体表面（皮膚）を加えている。前

述の検索キーワードの組み合わせと検索結果の

論文数は以下のとおりである。 

温度  and  健康・・・約 650 件 

湿度  and  健康・・・約 280 件 

温度  and  健康  and  室内・・・約 80 件 

湿度  and  健康  and  室内・・・約 100 件 

温度  and  健康  and  住宅・・・約 50 件 

湿度  and  健康  and  住宅・・・約 60 件 

温度  and  皮膚・・・約 1,100 件 

湿度  and  皮膚・・・約 300 件 

温度  and  湿度  and  皮膚・・・約 150 件 

このように、これまでの調査と同様に、温度や

湿度の物理要素と健康との論文数は、温度との組

み合わせの論文数に対して、湿度との組み合わせ

の論文数は半分以下の数となる。また、室内や住

宅との組み合わせとなると、さらにその数は少な

くなる。人体表面に人体周囲の温度や湿度との組

み合わせで検索される論文数は、温度との場合約

1,100 件あるものの、湿度との場合で約 300 件と

なり、温度と湿度の両方の組み合わせとなると約

150 件となる。昨年までの調査では、2020 年 2

月と 2022 年 3 月の比較から、どの組合せでも論

文数は増えていることがわかっている。 

 

D．考察 

 我が国の冬期室内において、湿度が低いことに

より、違和感や不快感などがあると答える人は少

なくない。室内空気の湿度の下限値について、人

の生理反応、ウイルス・風邪への影響などの観点

から多くの研究が継続的に行われている。

COVID-19 等の感染症における湿度の寄与につ

いて、今後も、健康を保つための条件としてのエ

ビデンス構築が必要である。 

 

E．結論 

 温湿度環境と健康、特に低湿度環境と健康に関

する文献調査を行った結果、一定のエビデンスの

蓄積が確認されたものの、健康維持及び健康増進

などを目指し、湿度と健康に関するエビデンスの

構築が必要である。湿度管理目標の設定は、目的

により異なる。特に、高齢化が急速に進展してい

る我が国では、高齢者に向けた湿度管理の情報発

信も重要となる。一方で、COVID-19 等の感染症

の拡大期には、平時の室内環境とは異なる状況に

なる。今後、健康増進に向けた住環境整備の中で、

多面的な情報の整備や議論が必要となる。 

 

F．研究発表 

１．論文発表 

  なし 

 

２．学会発表 

  なし 
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  なし 

 

G．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

１．特許取得 

  なし 
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  なし 

 

３．その他 

  なし 

  



- 58 - 

 


